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倉吉市では、現在、倉吉駅周辺地区における「交通バリアフリー基本構想」と倉吉駅を橋上化し南北が自由通路

によって結ばれる新しい倉吉駅についての「倉吉駅交通結節点改善事業計画」を策定中です。倉吉市では多くの

方々の意見を計画に反映させるため、計画について広く意見を募集しています。

●倉吉市交通バリアフリー基本構想（案）
倉吉駅周辺の道路からバリアフリー化を図るべき特定経路を選定

し、お年寄りや車椅子の方、目の不自由な方も安心して通行できる

交通バリアフリー化を図ります。

○基本方針：みんなで育てるいきいき交通バリアフリー
○実施時期：早急に実施すべき事業は平成22年を完了の目標とし

て、実現可能なものから順次取り組んでいきます。現段

階において平成22年までに完了させるのが困難な事業

についても可能な限り早期の完了を目指すこととしま

す。

○実施すべき主な交通バリアフリー事業

公共交通特定事業
ａ．ＪＲおよび倉吉駅
・案内板等の表示方法の検討
・自由通路、エレベーター、および多機能
トイレ等の整備

・スロープ　・階段手摺りの設置
・ボタン式半自動ドア車輌への改造
・駅員、乗務員のバリアフリー教育の充実

ｂ．駅前広場及びバスターミナル
・バスターミナルの改良
・点字ブロックの設置　
・案内板等の表示方法の検討
・身障者用駐車場の整備・改良
・北口駅前広場の整備
・通路シェルターの整備
・身障者用駐車場の利用方法の啓発

ｃ．バス事業者
・点字ブロックにあわせたバス

停車の励行
道路特定事業（県道・市道）
・歩道段差、傾斜の改良
・点字ブロックの設置
・水路蓋の改良

交通安全特定事業
・老朽化した標識の更新・整備
・標識の移設
・歩道上の信号機の移設
・押しボタン信号の設置
・迷惑駐車の取り締まり・指導

その他の事業
・バリアフリー点検隊（仮称）によるバリアフリー達
成状況の確認と見直し
・心のバリアフリー啓発
・沿道店舗への出入り口段差の解消等についてバリア
フリー化の啓発

●倉吉駅交通結節点改善事業計画（案）

JRによって分断された倉吉駅の南北を結び、より便利な倉吉駅にするため駅の橋上化とともに自由通路を整備します。駅

舎と自由通路にはエレベーターを整備するなどバリアフリー化を図ります。

そして、駅の北側にもタクシー乗降場、一般送迎用の駐車場、身障者用の駐車場、駐輪場を備えた駅前広場を整備します。

また、現在の駅前広場および駅舎についてもバリアフリー化を図り、多くの人が便利に安心して利用できる倉吉駅への改

善を図ります。

なお、検討中の内容は「交通バリアフリー基本構想（案）」「倉吉駅交通結節点改善事業計画（案）」としてホームページ

（http://www.city.kurayoshi.tottori.jp/p/gyousei/div/kensetsu/ekishuhen/）へも掲載しています。

両計画（案）についてみなさまの意見をお寄せください。

建設部倉吉駅周辺整備事務所　〒682-0021 倉吉市上井320-11 （00858-26-2823／40858-26-2831）

E-メール　　ekishuhen@city.kurayoshi.tottori.jp

「倉吉市交通バリアフリー基本構想」、
「倉吉駅交通結節点改善事業計画」への意見募集！

メイン出入り口周辺に 
ゆとりあるスペースの確保 

・人の流れの確保 
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○
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場
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。
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」
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」
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名
称
・
名
前
は
、
打
吹
公
園
一
○
○
周

年
記
念
事
業
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
及

び
成
徳
小
学
校
児
童
の
代
表
者
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た
選
考
委
員
会
で
選
考
さ
れ
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
か
ら
延
べ
百
七
十
通
の

名
称
・
名
前
が
集
ま
り
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し
た
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く
の

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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現在の駅北写真

打
吹
公
園
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周
年
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一

環
と
し
て
整
備
し
た
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
広

場
」
で
、
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

動
物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
興
味
の
あ
る
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は
ぜ
ひ
倉
吉
市
建
設
部
管
理
課
公
園
管

理
係
ま
で
ご
連
絡
く
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。
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動
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あ
う
こ
と
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レ
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動
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。
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外
は
春
に
は
ま
だ
遠
い
感
の
日
で
し
た

が
、「
心
と
か
ら
だ
の
湯
治
場
の
里
誕
生
会
」

は
体
の
芯
か
ら
温
も
っ
て
く
る
人
の
温
か
さ

を
感
じ
た
閉
町
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
積
み
上

げ
た
五
十
一
周
年
の
歴
史
を
さ
ら
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
新
た
な
関
金
の
魅
力
を
高
め

よ
う
と
す
る
意
欲
が
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
も

の
で
し
た
。
今
回
の
合
併
に
よ
り
、
こ
う
し

た
人
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
し
、

活
躍
で
き
る
仕
組
み
が
広
が
る
こ
と
を
念
じ

て
い
ま
す
。

同
じ
頃
、
旧
牧
田
家
建
物
保
存
対
策
調
査

書
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
町
並
み
の

調
査
か
ら
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

と
し
て
指
定
を
受
け
る
ま
で
に
は
二
十
年
を

要
し
ま
し
た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
保

存
地
区
以
外
の
建
物
も
注
目
さ
れ
は
じ
め
、

倉
吉
の
歴
史
的
建
造
物
や
町
並
み
も
、
近
年

に
な
っ
て
面
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
評
価
さ

れ
て
き
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
は

先
見
性
と
根
気
良
く
取
り
組
む
こ
と
を
教
え

て
い
ま
す
。
合
併
の
効
果
は
繋
げ
る
、
リ
ン

ク
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
る
と
い
い
ま

す
。
別
々
に
見
え
る
資
源
を
連
携
す
る
こ
と

で
、
発
掘
、
育
成
、
起
業
す
る
役
割
を
果
た

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、わ
が「
市
」意
識
の
持
て
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
広
報

せ
き
が
ね
の
最
終
号
に
「
合
併
後
、
市
報
に

は
出
生
、
死
亡
に
関
す
る
情
報
の
掲
載
は
な

く
な
り
ま
す
。」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
市
役

所
が
縁
遠
い
も
の
と
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
伝

え
る
こ
と
は
聴
く
こ
と
を
基
本
に
職
員
一
人

ひ
と
り
皆
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

「
父
さ
ん
は
、
何
で
そ
ん
な
に
寝
る
？
」

と
小
五
の
息
子
。「
眠
た
い
け
だ
が
な
。」

と
私
。「
な
ん
で
〜
？
」「
な
ん
で
も
！
何

で
も
え
え
け
、
寝
か
せ
て
ご
せ
い
や
。
あ

っ
ち
、
い
っ
て
！
」
家
で
よ
く
交
わ
す
会

話
パ
タ
―
ン
で
す
。

教
室
で
は
「
自
分
の
抱
い
た
疑
問
に
こ

だ
わ
れ
！
」
と
教
え
る
社
会
科
教
員
の
現

実
で
す
。

父
親
の
眠
気
の
原
因
に
こ
だ
わ
る
こ
と

は
、
息
子
の
人
生
の
中
で
た
い
し
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
う
し
た
会

話
の
繰
り
返
し
の
中
で
「
こ
だ
わ
る
」
こ

と
や
「
尋
ね
る
」
こ
と
が
自
然
に
失
わ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
色
覚
異
常
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と

「
ド
キ
ッ
。」
と
し
て
き
た
一
人
で
す
。
そ

れ
は
、
私
自
身
が
学
校
で
受
け
た
「
色
覚

検
査
表
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の

該
当
者
だ
か
ら
で
す
。
一
つ
一
つ
が
丸
い

形
を
し
た
色
の
集
合
体
が
古
ぼ
け
た
本
に

描
か
れ
て
お
り
、
他
の
子
は
ス
ラ
ス
ラ
と

数
字
を
言
っ
て
通
過
す
る
の
に
自
分
に
は

数
字
が
よ
く
見
え
ず
、
見
え
た
数
字
を
言

う
と
教
師
が
「
え
っ
！
」
と
聞
き
返
す
。

横
を
見
る
と
「
早
く
し
て
よ
。」
と
言
い
た

げ
な
視
線
。
そ
ん
な
光
景
を
今
で
も
思
い

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
活
に
支
障
を

感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
進
路

決
定
期
に
は
「
色
覚
異
常
者
」
は
理
系
に

は
進
め
な
い
と
言
わ
れ
、『
疑
問
』
の
か
け

ら
も
感
じ
ず
文
系
の
教
員
を
目
指
し
ま
し

た
。二

〇
〇
一
年
、
労
働
安
全
衛
生
法
が
改

正
さ
れ
、
就
職
時
の
健
康
診
断
項
目
か
ら

「
色
覚
検
査
」
の
義
務
づ
け
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
学
校
保
健
法

の
改
正
が
行
わ
れ
、
児
童
生
徒
の
「
色
覚

検
査
」
の
義
務
づ
け
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
受
け
た
検
査
表
は
、
約
九
十
年
前

に
徴
兵
検
査
用
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

現
在
で
は
そ
の
信
憑
性(

し
ん
ぴ
ょ
う
せ

い)

に
疑
問
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部

科
学
省
発
行
「
色
覚
に
関
す
る
指
導
の
資

料
」
に
は
、「『
工
学
部
や
医
学
部
に
は
進

め
な
い
』
な
ど
と
思
い
込
ん
で
い
る
児
童

生
徒
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
誤
解

で
す
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「『
異
常
』
と
い
う
こ
と
へ
の
引
け
目
と

『
な
ぜ
』
と
い
う
こ
だ
わ
り
の
な
さ
が
自
分

の
生
き
方
を
『
狭
く
』
し
て
き
た
」
と
同

和
教
育
を
通
し
て
気
づ
き
、
自
分
自
身
を

見
直
す
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

「
日
々
の
生
活
に
活
か
す
」
ま
で
は
ま
だ
ま

だ
で
す
。「
つ
い
つ
い
」
で
ご
ま
か
す
こ
と

を
戒
め
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
反
省
す
る

昨
今
で
す
。

（
部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
　
吉
岡
）

「
常
識
」
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
な
ぜ
」
は
い
つ
の
時
代
に
も
使
え
る
「
本
物
」
に
迫
る
手
法
で
す
。

で
も
、
そ
れ
を
日
々
の
中
で
大
切
に
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

624部落解放

シリーズ
人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

「
色
覚
検
査
」
廃
止
か
ら
思
う
こ
と
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は
じ
め
ま
し
て
、

倉
吉
市
長
で
す

倉
吉
市
長
　
長
谷
川
稔

グリーンスタジアム倉吉
みんなで野球場整備！

安全で気持ちよく使っていただくため、
倉吉市営野球場の内野グラウンドの補修
工事を行いました。
3月21日（月・祝）、普段から野球場を

使って練習や試合をしている小・中学生
をはじめ関係者123人が集まり、整備に
一役かおうとみんながトンボをもって、
整備に汗を流しました。
また、作業終了後、トンボのかけ方な

どを学ぶ整備講習会を行い、参加者から
は、「さっそく今日の練習からみんなに教
えたい」と話していました。

整備に汗を流す参加者




